
数学問題紙

令和7年2月25日

自 11: 00 

至 12:40 

答案作成上の注

1.数学の問題紙は 1から 5までの 5ページであ

2.解答用紙は《3)からR 4枚である。

3.解答はすべて解答用紙のおもてのみを用 くこと。

4.折りこまれている白紙(4枚）は草案紙として使用すること。

5. 問題紙と草案紙は持ち帰ること。

6.すべての解答用紙に受験番号を記入してください。 れ

ていない解答用紙は，答案が記入されていても採点の対象外となり
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□次の各問に答えよ．

(1) 半径が 1の円に内接する正五角形の面積を Sとするとき，ゞを求めよ．

(2) 空間における 2点A(3,1,1)とB(2,3, -1)を通る直線に，原点 0か

ら垂線 OHを下ろす．このとき点Hの座標を求めよ．

(3) 複素数平面上の 2点Z1= 5 + 3 i, Z2 = 2 /3 + (3 + f百）iについて，点 Z1
冗

をある点zを中心に＿ーだけ回転したら点 Z2に重なった．このときのzを求
6 

めよ．ただしiは虚数単位とする

-2- ◇M2 (170-18) 



ロ
に異なる4点0,A, B, Cがあり，どの 3点も同 にはない．

ただし，直線OBに対してAとCは反対側にあるものとする
→ ｝ → ）→  

いま， OA= a, OA = a, OB = b, OB = b, OC = c, OC = c, AB = q, 
→ 1 → 

BC = r, e = -";-bとする．
b 
｝》）》）））

さらにx= OA • BC + OC • AB, y = OA • AB + OC • 
► - - --► -

z = OA • OC + AB • BC, w = OB • ACとする．

(1) 次の 3つの等式が成り立つことを示せ．

x=w 

y = c2 - a2 - w 

z = a2ーが十 w

今後， 形OABと三角形OBCは面積が等しいものとし，以下の設問では
→ 

ことを前提とせよ．また，必要に応じて eと直交する単位ベクトこれが成り
→ 
ルIを計算に利用せよ

→ → → 

(2) a + Cとbが平行であることを示せ．

(3) 11＝予とすると
→ → 
lc-tlel=aとなることを示せ．

(4) y * 0のとき，炉を X, y, Zを用
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□右図のように 0,A, B, C, D, E, F. A 
G, Hの9地点と線で描かれた道があり，あ

る人が地点 0にいる．その人は一回の移

動で道に沿って一つ隣の地点へ移動するこ

こで， 1回の移動は，以下の確率に従って行 F 

われる．

地点0にいる場合，地点E,F, G, H 

へ移動する確率はそれぞれ一—.
1 
4 
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地点A,B, C, Dにいる場合， 2つ
1 

る隣の地点へ移動する確率はそれぞれ万―．例えば地点Aにいる

合，地点Eに移動する確率が］―,地点Fに移動する確率も万ーである．

③ 地点E,F, G, Hにいる場合，地点0以外に 2つ存在する隣の地点へ移動

する確率はそれぞれか地点0へ移動する確率は 1-2p．例えば，地点Fに

いる場合，地点Aに移動する確率はp,地点Bに移動する確率もp,地点0
1 

に移動する確率は 1-2pであるただしPはO<p<―ーをみたすものとす
2 

る．

(1) ちょうど2回の移動で地点Aまたは地点Cにいる確率を求めよ．

(2) ちょうど2回の移動で地点0

確率を求めよ．

る場合，その人が地点Eを通過している

(3) ちょうど4回の移動で地点Aにいる確率を求めよ．

(4) ちょうど4回の移動で地点Aにいる

している確率を求めよ．ただし，

点0を通過した」ことにはならない．

-4-

，その人がそれまでに地点 0を通

に地点0からスタートしたことは「地
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a > 0 とし， O~x~ 冗における 2 つの関数

X f (x) = sin 2 x, g (x) = a cos~ 
2 

を考える． 2つの曲線 C1:y = f(x)とい：y= g(x)が（冗， 0）以外に 1点の

とき以下の各問に答えよ．

(1) 0 ~ X く冗において u= sinニーとおく．このとき
2 

表せ．

(2) aの値を求めよ．

(3) C1といで囲まれる部分の面積を求めよ．

5 -

をUを用いて
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